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力症．神経治療学 21(1)：49-54，2004
25．本村政勝，白石裕一，吉村俊朗，辻畑光宏：Lambert-Eaton筋無力症候群．Brain Med 16(1)：76-82，2004
26．本村政勝，白石裕一，吉村俊朗：傍腫瘍性神経症候群とアフェレシス．日本アフェレシス学会雑誌 23(3)：2-

272，2004
27．本村政勝，白石裕一，吉村俊朗，辻畑光宏：重症筋無力症：抗MuSK抗体陽性MGについて．神経免疫学

12(2)：115-120，2004
28．芦澤潔人：甲状腺疾患の疫学. (森　昌朋(編)：新しい診断と治療のABC，最新医学別冊，pp. 39-47 所収) 2004
29．川上　純，宮下賜一郎，田中史子，玉井慎美，中村英樹，江口勝美：NF-κB，MAPK制御による抗炎症療法．医
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学のあゆみ(別冊)：386-390，2004
30．佐藤克也，調　漸，片峰　茂，村本　環，北本哲之：痴呆症学(2)―高齢社会と脳科学の進歩―．日本臨床

62(増刊号1)：248-251，2004

B－c

1．江口勝美：シェーグレン症候群. (山口　徹，北原光夫(編)：今日の治療指針，医学書院，東京，pp. 575-577 所
収) 2004

2．江口勝美：関節リウマチ. (三森経世(編)：リウマチ・膠原病診療チェックリスト，文光堂，東京，pp. 180-187
所収) 2004

3．江口勝美：関節リウマチ／シェーグレン症候群／血管炎症候群／ベーチェット病／抗リン脂質抗体症候群. (木
本雅夫，阪口薫雄，山下優穀(編)：免疫学コア講義，南山堂，東京，pp. 230-245 所収) 2004

4．江口勝美，折口智樹：混合性結合組織病(MCTD). (後藤　眞(編)：リウマチ・膠原病診療実践マニュアル，文光
堂，東京，pp. 227-228 所収) 2004

5．江口勝美，折口智樹：膠原病重複症候群(overlap症候群). (後藤　眞(編)：リウマチ・膠原病診療実践マニュア
ル，文光堂，東京，pp. 229 所収) 2004

6．江口勝美，折口智樹：サルコイドーシス. (後藤　眞(編)：リウマチ・膠原病診療実践マニュアル，文光堂，東
京，pp. 230-231 所収) 2004

7．江口勝美，折口智樹：皮膚筋炎，多発性筋炎. (後藤　眞(編)：リウマチ・膠原病診療実践マニュアル，文光堂，
東京，pp. 232-234 所収) 2004

8．江口勝美：全身性エリテマトーデス. (黒川　清，寺本　民生(編)：EBM内科処方指針，中外医学社，東京，pp.
821-831 所収) 2004

9．川上　純，玉井慎美，中村英樹，Hashimi Rashid，青柳　潔，上谷雅孝，江口勝美：MRIと血清マーカによる関
節リウマチの早期診断. (自己抗体と自己免疫，医学生物学研究所，東京，pp. 23-26 所収) 2004

10．濱崎圭輔，江口勝美：RNAiによるB型肝炎の治療を目指して. (Molecular Medicine，中山書店，東京，pp. 30-34
所収) 2004

11．市川辰樹，江口勝美：生体肝移植後に再発した例. (石井裕正，大西三朗，坪内博仁(編)：NASH診断 Up to Date
症例に学ぶ，南江堂，東京，pp. 76-77 所収) 2004

12．川上　純，玉井慎美，中村英樹，Hashimi Rashid，青柳　潔，上谷雅孝，江口勝美：MRIと血清マーカによる関
節リウマチの早期診断．DIASTAT ANTI-CCP，Topics，2004

13．川崎英二，江口勝美：膵β細胞自己抗体. (岡　芳知：インスリン分泌，文光堂，東京，pp. 82-86 所収) 2004
14．松本幸二郎，石川博基，西村大介，濱崎圭輔，中尾一彦，江口勝美：肝細胞癌における色素上皮由来因子の血

管新生阻害作用. (小俣政男：Hepatology，中外製薬，東京，pp. 13 所収) 2004

B－d

1．江口勝美：関節リウマチの発症及び重篤な合併症の早期診断に関する研究．厚生労働科学研究費補助金 免疫ア
レルギー疾患予防・治療研究事業 関節リウマチの発症及び重篤な合併症の早期診断に関する 平成15年度総括・
分担研究報告書，pp. 1-12，2004

2．江口勝美：RAの早期診断と臨床経過，特に関節破壊の進行予測．厚生労働科学研究費補助金 免疫アレルギー疾
患予防・治療研究事業 関節リウマチの発症及び重篤な合併症の早期診断に関する 平成15年度総括・分担研究報
告書，pp. 21-30，2004

3．江口勝美：関節リウマチの発症及び重篤な合併症の早期診断に関する研修．厚生労働科学研究費補助金 免疫ア
レルギー疾患予防・治療研究事業 関節リウマチの発症及び重篤な合併症の早期診断に関する 平成13年度－15年
度総括研究報告書，pp. 1-27，2004

4．江口勝美：関節リウマチの早期診断及び臨床経過の予測．厚生労働科学研究費補助金 免疫アレルギー疾患予
防・治療研究事業 関節リウマチの発症及び重篤な合併症の早期診断に関する平成13年度－15年度総括研究報告
書，pp. 43-58，2004

5．江口勝美：間葉系幹細胞としての滑膜線維芽細胞についての研究―RA早期診断と早期治療への応用―．厚生労
働科学研究費補助金 免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業 関節リウマチの発症及び重篤な合併症の早期診断
に関する平成13年度－15年度総括研究報告書，pp. 67-79，2004

6．江口勝美：シェーグレン症候群唾液腺組織におけるTLRs発現の検討に関する研究．厚生科学研究費補助金 難治
性疾患克服研究事業自己免疫疾患に関する調査研究，pp. 90-95，2004

7．江口勝美，関節リウマチの発症及び重篤な合併症の早期診断に関する研究．平成15年度厚生労働科学研究費補
助金免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業研究報告書，pp. 39-50，2004
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8．江口勝美：RAの早期診断と臨床経過，特に関節破壊の進行予測．平成15年度厚生労働科学研究費補助金免疫ア
レルギー疾患予防・治療研究事業研究報告書，pp. 59-68，2004

9．江口勝美：関節リウマチの治療は将に転換期を迎えています―超早期診断及び治療により寛解・治療を目指す
―．長崎県医師会報 705：113-118，2004

10．佐藤克也，調　漸，江口勝美，片峰　茂，西田教行，丹羽正美：クロイツフェルト・ヤコブ病(CJD)患者脳脊髄
液中の14-3-3蛋白(定性)とTau蛋白(定量)の診断における有用性．厚生労働省科学研究費補助金特定疾患対策研
究事業プリオン病及び遅発性ウイルス感染に関する調査研究平成15年度研究報告書，pp. 88-93，2004

11．調　漸，佐藤克也，江口勝美，片峰　茂，丹羽正美，片岡泰文：既存薬剤とその改変によるプリオン病治療開
発の試み―第二報―．厚生労働省科学研究費補助金特定疾患対策研究事業プリオン病及び遅発性ウイルス感染
に関する調査研究平成15年度研究報告書，pp. 104-108，2004

12．古川ひさ子，堂浦克美，奥脇　龍，調　漸，山本一男，鵜殿平一郎，伊藤　敬，丹羽正美：尿中プリオン蛋白
検出によるプリオン病診断の問題点．厚生労働省科学研究費補助金特定疾患対策研究事業プリオン病及び遅発
性ウイルス感染に関する調査研究平成15年度研究報告書，pp. 58-66，2004

13．中尾一彦，濱崎圭輔，石川博基，大畑一幸：肝炎ウイルス等の標準的治療困難例に対する治療法の確立に関す
る研究：インターフェロン(IFN-β)による肝細胞 NF-κB 活性の制御．厚生労働科学研究費補助金肝炎等克服緊
急対策研究事業(肝炎分野)平成15年度報告書(分担研究報告書)，pp. 97-101，2004

14．井田弘明：関節リウマチ患者滑膜組織におけるTNFレセプター分子発現とその制御機構の解明に関する研究．免
疫アレルギ－疾患予防・治療研究事業報告書，pp. 156-158，2004

15．川上　純：CaMKIIによる滑膜線維芽細胞アポトーシスの制御に関する研究．免疫アレルギ－疾患予防・治療研
究事業研究報告会抄録集，pp. 116-118，2004

16．山崎浩則：膵島移植．長崎県医師会報 707：77-78，2004
17．江島英理：骨粗鬆症をあきらめないで，長崎県医師会報 706：99-100，2004
18．森　勉：官僚機構が生んだ疾患群＝脚気／ウェルニッケ脳症／薬害エイズ＝．長崎県医師会報 707：56-63，

2004

原著論文数一覧

学会発表数一覧

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact factor 値一覧

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2004 168.653 16.865 3.833

欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

2004 0.392 4.9 0.898 4.4

A－a A－b A－c A－d 合計 SCI B－a B－b B－c B－d 合計 総計

2004 47 2 0 0 49 44 14 30 14 18 76 125

2004

A－a

1

A－b

学会
合計

6

B－a

2

合計

126

総計

132

B－b

シンポジウム

41

シンポジウム 学会

10 114




